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資料５ 当日配布 

寒川町生活支援コーディネーター活動報告 

令和６年４月～６月 

 

【全体的なこと】                             

令和６年度も、引き続き、社会福祉法人寒川町社会福祉協議会（以下「社協」。）

が、寒川町より「寒川町生活支援コーディネーター配置事業」を受託しました。

社協という「組織」で生活支援コーディネーターを受託していることから、「社

協事業」において生活支援コーディネーターの役割、取り組みに資するもの※

について活動報告をします。 

 

※資するものの基準と表記について  

・シニア世代に「関わり」がある内容のため、生活支援コーディネーターが 

対応 

…資源開発、ネットワーク構築、コーディネート、会議の出席等 

 ⇒以下、（関）と表記  

 

・シニア世代の「参加」があるもの、シニア世代が自ら動いているもの 

 …住民主体の活動の場、またその土壌づくり  

⇒以下、（参）と表記  

 

・「生活支援コーディネーター」はＳＣと表記。 

 

【定例的な活動】 

（関）岡田もくせいハイツ自治会 組長会議 

（関）県営寒川もくせいハイツ第二自治会 幹事会 

（関）社協ボランティアセンター ボランティア相談、マッチング、情報発信 

（関）民生委員児童委員協議会の定例会（全体、地区）出席 情報共有、連携 

（関）社協ボランティアセンター打合せ 出席 

（参）サロンや子どもの登下校の見守りなど、地域の支え合い活動等 

（参）ボランティア活動（個人、グループ、イベント等） 

（参）社協のふれあい・いきいきサロン 子育てサロンでのボランティア活動 

（参）寒川町シニアげんきポイント事業でのボランティア活動 

（関、参）自主活動 寒川ポールウォーキングクラブ 

（関、参）自治会、シニア連の単位クラブ、ボランティアグループ等による通

いの場（サロン、お茶のみ、体操など）の開催 

（関）ＳＣカフェ（国際長寿センターから配信） 
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【会議の出席】 

①寒川町生活支援・介護予防サービス基盤整備推進会議 

②地域ケア会議（個別会議） 

③高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業 担当者会議 

④寒川町民生委員児童委員協議会定例会 

⑤必要に応じて町内の地域密着型介護事業所が開催する運営推進会議 

⑥必要に応じて寒川町介護保険運営協議会 

⑦必要に応じて寒川町介護サービス事業所連絡会 

⑧その他関係機関が主催する会議 

 

 

【４月から６月の報告 トピック別に記載】 

★岡田もくせいハイツ自治会関連 

・４月から自治会長が新しい方に。 

・毎月、組長会議に出席し、情報収集、情報提供。 

・毎週（水）、越公園で、身近な公園で気軽に体操しませんかを継続 

 朝、８時３０分頃、もくせい第１集会所の放送設備から、「今日は９時から体

操です」と自治会の副会長が放送をして下さるようになった。参加人数は大

幅に増え、２５名前後に。 

・毎月第２火曜日、もくせい第１集会所で、介護予防講師派遣事業を利用し「寒

川もくせいハイツ シニアお気楽体操」を開催。４月あたまに寒川もくせい

ハイツ全戸にチラシをポスティング。住民の方（民生委員の方も）がポステ

ィングに合流してくださり、手分けをして対応してくださった。また、水曜

日の越公園の体操でもチラシを配布し周知。参加人数は変動があるものの、

毎回、初めて参加の方があり、増えてきた。１０名～２０名の参加人数。 

・住民からの相談。認知症の症状がかなり進んでしまっている方の行動に、団

地内の住民が対応に困っている。 

 →地域包括支援センターの認知症地域支援推進員とＳＣで住民のとの情報交

換を実施。その後、対象者の方に認知症地域支援推進員が訪問等で関わり

を継続中。対象者ご本人が公園の体操や集会所の体操に参加して下さるこ

ともあった。 

・平日、集会所の開いている日に、住民が集える場所をつくっていきたいとの

話が出ている。年内の開始を目指し、皆さんと相談していく。 

・新橋アパートの建て替えが始まるため、一時的に、寒川もくせいハイツへの

転居者あり。自治会への加入を進めているとのこと。※ 
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★県営寒川もくせいハイツ第二自治会関連 

・４月以降も前年度からの自治会長が継続。会長自身が、「フレイル予防」「高

齢者のとじこもり、ひきこもり防止」「参加して楽しめる場所をつくる」等の

視点で、常に取り組みを進めて下さっている。 

・シニアクラブ連合会の単位クラブ「ニコニコクラブ」が会員数減少等の状況

があったところに自治会として関わりはじめ、新たな会長と、会員が２０名

を越え、活動が活発になってきている。自治会オリジナルのフェイクゴルフ

の練習会や大会にも「ニコニコクラブ」の会員が多く参加している。 

・自治会長が考案！「フェイクゴルフ」。他の自治会にも広めて欲しい。 

 【以下、自治会長作成の資料より】 

 フェイクゴルフ概要 

  ～老若男女問わず誰でも参加でき、特に高齢者においては認知機能および

運動機能を要するフェイクゴルフは、フレイル予防に適したコミュニテ

ィスポーツです。 

  ～コースは、もくせい第２集会所前の芝生の広場周辺を活用。５ホールで、

距離は約１２８メートル、パー１９とします。 

  ～競技方法は、各ホールの指定の位置から、指定のペットボトル（５００

ｍｌペットボトルに２００ｃｃの水を入れたもの）をアンダースローで

投げて、カップインするまでのスコア（投球回数）で競います。 

 

６月２２日のフェイクゴルフ大会の様子 参加者２４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カップは植木鉢 身の回りにあるものを活用 

 

・自治会として毎年、認知症サポーター養成講座を開催してくださっている。 

 ６月２３日に実施 参加２０名 

・新橋アパートの建て替えが始まるため、一時的に、寒川もくせいハイツへの
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転居者あり。自治会への加入を進めているとのこと。※ 

 

※新橋アパートの建て替えは２期に分かれて行われるため、現在、６棟のうち

３棟の住人が引越しを終えている状況。高齢者や障がいのある方も多く、引

越しが大変で、おひとりで引越しが完了できない方が多々あり、自治会長へ

の相談や住民同士での手伝いも行われた。２～３年後、建て替えが完了した

棟に戻る住人の引越しと、建て替えが始まるために新橋アパートを出る住人

の引越しが両方同時に発生するため、今回よりも、もっと大変なことになる。

そのような状況の相談にのって欲しいとの連絡もあった。 

 

★サロン等の集いの場、通いの場に、車で送迎を希望（足腰が弱ってきて） 

・こすもすカフェ…社協ボランティアセンターが調整 

・オレンジカフェ…主催者であり参加者であるメンバーが送迎を支え合う 

         （ボランティア行事用保険の活用） 

・岡田すいせんサロン、岡田笑和会…オレンジカフェと同じ方法で準備中。 

 

★身近な公園で軽く体操しませんか 

・引き続き、 

時間は、午前９時～９時３０分 

 場所は、（月）倉見：さいど公園、（火）宮山：信玄芝原公園、 

（水）岡田：越公園、（木）一之宮：一之宮公園、（金）田端：矢島公園 

内容は、体ほぐし、ラジオ体操、さむかわ wakuwaku体操 

７月、８月は、暑いのでお休み。 

・催し物や社協の事業の紹介等、チラシの配布をすると、皆さん関心をもって 

読んで下さり、実際に、催し物会場でお会いしたりと、出かけてみるきっかけ

にもなっている。特に、健康づくり体操の日は、参加につながった方が複数お

られた。健康運動ボランティアさんが公園の体操でもリードしてくださること

があるので、だんだんと顔なじみも増えている様子。 

・参加者からの質問や情報交換の中で、寒川町シニアクラブ連合会の広報紙を

配布して、シニア連の体操の情報を参加者同士で共有したり、誘い合ったり

している様子もあった。 

・公園の行き帰りの道中を、参加者同士で一緒に会話をしながらという姿も見

られ、また、参加者同士の情報発信もある。 

・都市計画課より情報があり、今後、公園の体操に参加している方々へ、公園

の保全活動についてのご協力もお誘いさせていただき、みんなで公園を気持

ちよく使えるように一緒に取り組んでいただけたらとのこと。先日、公園内



 

5 

 

の木が立ち枯れてしまっているのを参加者が見つけ、放置すると倒木などが

怖いとのことで、都市計画課に情報提供するなどの場面もあった。 

 

★社協ボランティアセンター 

・登録しているボランティアの交流の場として、「ボランティア交流会」を開催。 

ボランティアセンターのスタッフやボランティア同士で顔見知りが増えるこ

とで、活動の定着、継続にもつながる。交流会では、ダイヤビックという高齢

者のエアロビクスを体験。おしゃべり交流会も（活動していく上での楽しいこ

と、困っていることなど、ざっくばらんにお喋りする時間。スタッフも同席さ

せていただき、皆さまのお声を聴かせていただいた）。 

～ダイヤ高齢社会研究財団とダイヤビックについて～ 

ダイヤ高齢社会研究財団は、高齢社会における諸問題を調査・研究し、啓発

活動を行っている団体です。ダイヤビックは、シニアが楽しめるエアロビク

スとして開発され、高齢者が無理なく安全に楽しめる運動強度とプログラム

で構成されています。音楽に合わせて気軽に楽しんでください。 

 

★介護予防講師派遣事業の利用 

  今年度は希望する団体が多いとのことで、半年分の４月から９月分の講師

派遣が決定。１０月以降について、申請手続きをする。 

・寒川もくせいハイツ シニアお気楽体操（寒川もくせいハイツ第１集会所） 

・ご近所さんで集まって シニアお気楽体操（寒川キリスト教会） 

 →参加同士がご近所で誘いって、参加人数が徐々に増えている。 

・準備中：寒川もくせいハイツ シニアお気楽体操パート２（寒川もくせいハ

イツ第２集会所）※ 

 

※寒川もくせいハイツは、現在、自治会が２つあるが、もともとは１つの自治

会だった。現在、２つの自治会の自治会長同士、情報交換をよくしてくださ

っていて、「せっかく同じ団地にいるんだから、体操もそれぞれ日程を工夫

して、自治会割に関係なく、住民が両方の集会所を気軽に行き来して、より

多くの活動に参加できるようにしていこう」とのお考え。 

 

★地域におけるサロン活動等 

 対面、飲食、歌、等々、コロナ前に実施できていたプログラムが多数、再開。 

 ・越の山自治会で５月からサロンが再開。 

 ・一之宮西自治会が「白梅レインボークラブ」を継続。助成金を活用予定。 
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資料６追加 当日配布 

生活支援・介護予防サービスについて 

 

①シニア世代必見！ワンストップ情報紙 

～「きょうよう（今日の用事）」と「きょういく（今日の行く所）」ガイド～（案） 

 

【内容】 

寒川町内で参加することのできる活動、場所を、丸ごと紹介する情報誌。

町高齢介護課が発行している「６５歳からのサポートブック～寒川町高齢者

ガイド～」に掲載の内容の他、寒川町社会福祉協議会が把握する地域のサロ

ン等の情報、公民館サークル等を掲載。紙ベースで作り、その内容を寒川町

のホームページに掲載していただくことで、「スマホ」「パソコン」等でも情

報が見れるようにする。 

 

【理由】 

介護予防、フレイル防止、孤独・孤立の解消、健康寿命の延伸に関連する

取り組みは広がりを見せているが、この先も維持、拡大、情報発信を継続し、

シニア世代が普段の生活の中で当たり前に、自然に、介護予防につながる要

素を取り入れることができようにしたいため。 

 

★以下追記【イメージ】                             

 Ａ３両面 

 （内側）寒川町の地図(公園マップのイメージ) 

＋集会所や公民館等の拠点の表記 

＋拠点で開催されている項目のみ箇条書きし、通し番号つける 

 （外側）通し番号順に内容の詳細を記入する 

     名称、内容、会場、事前予約の有無、有料ＯＲ無料、問合せ先 

     角に発行年・月を記載 ※毎年４月発行で年 1回の情報更新か 

 

・冊子タイプよりも、いろんな場面で持参、配布、持ち帰りがしやすい。 

・掲載項目を必要最小限にすることで情報の修正の負担が少ない。 

・まず紙ベースで作製・修正し、完成したらＰＤＦにしてデータ発信する。 

 この繰り返しで、常に同じ内容を紙とデータで発信していることになるた 

め、管理がしやすい。 
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②身寄りのない高齢者の安心サポート（案） 

 

【内容】 

 身寄りのない高齢者が直面する様々な問題を支える仕組みづくり。 

 入院、契約、金銭管理、葬式、納骨 等々・・・ 

 

【理由】 

日々の相談や事業を通じた高齢者との関わりの中から、最大の課題は、「身 

寄りのない高齢者が介護予防、介護、最期を迎えるまでをどうするかという

こと。生涯独身、離婚、再婚、子ども無し、家族や親せきとの関係が悪い・

希薄、死を迎えた後も身寄りがない等々、そのような高齢者はすべての問題

が先送りとなり、本人が要介護となった時に噴出するため、その対応が大き

な問題、負担となるため。 

 

★以下追記【イメージ】                             

進め方 

本会議で、 

①委員構成団体のそれぞれが対面する町民で、身寄りのない高齢者に関連する

課題、対応事例等の情報を共有 

②どのようなサポート体制をつくるべきかを検討し作り上げる 

③拠点、予算、人員等を具体的にする 

 

参考資料 

１ 南足柄市社会福祉協議会「アンカーサポート」 

２ 名古屋市社会福祉協議会「名古屋市 あんしんエンディングサポート事業」 

３ 認定ＮＰО法人 きずなの会 

４ 日本総合研究所の資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

相談、説明を希望される方は、ご連絡ください。 

内容、契約までの流れをご説明します。

ご希望にそった支援が行えるよう、預貯金に関す

ること、お体のこと等をお聞きします。 

ご本人にあった支援の方針を立て、サービス内容

の計画を立てます。 

契約や計画内容が適切かどうか、審査をします。 

南足柄市社会福祉協議会と契約を結びます。

契約後、預託金の振込を確認します。 

計画に基づくサービスを開始します。 



 

65 歳以上の一人暮らし、または夫婦のみの世帯で、 

次のすべてに該当する方 

 南足柄市内に住所があり、お住まいの方  

 支えてくれる親族がなく、将来に不安を抱えている方 

 契約の内容をしっかり理解できる方 

 生活保護を受けていない方 

 

6,000 円／年 なし 

1,500 円／１回 なし 

500 円／1 ヶ月 なし 

2,000 円／時間 なし 

1,500 円／時間 50 万円 

1,500 円／時間 
葬儀・埋葬に 

必要な経費 

＋10 万円 
※必要に応じて使用した交通費として、公共交通機関の利用料金または自動車の場合 1km50 円を別途頂きます。 

定期的な訪問と、電話による見守りを行います。 

・入院中等の金銭管理をお手伝いします。 

・市役所などの事務手続きを支援します。 

・年金証書や実印などの重要書類を貸金庫にてお預かりします。 

・現金・貴金属・美術品等は対象外です。 

・入院や施設への入所の際に、緊急連絡先になります。 

・指定された連絡先へ連絡をとります。 

・説明の立会いや保証人に準ずる事務手続きを行います。 

・入院入所費用等は預託金から支払います。 

・死亡時の葬儀、埋葬などに関する手続きを行います。 

 例：遺体の引き取り、葬儀社への連絡、親族への連絡、火葬、 

埋葬を行います。 

・入院・入所先にある荷物の引き上げをします。 

・預託金による葬儀、埋葬費用の支払いをします。 

・その他、協議の上、必要な費用の支払いや手続きを行います。 

・急な入院や施設に入所する際、必要となる物品をお届けします。 

・入院中に自宅に届いた郵便物をお届けします。 

 

「アンカーサポート」～名前に込められた２つの想い～ 
①人生を“リレー”に見立て、今まで頑張ってきた方の人生の最終段階

を伴走し、サポートするという想い   

②船の錨（いかり、アンカー）は、船が漂流しないように、海底に置

かれるおもり。人生に起きる荒波に耐え、漂流してしまわないよ

う、アンカーのようにサポートしたいという想い  

 

人生の航海に 後悔させないおもり

…それがアンカーサポート 

こうかい   こうかい 



死後の葬儀・納骨、家財処分などを支援します！

名古屋市 あんしん
エンディングサポート事業

名古屋市健康福祉局
社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会

●名古屋市社会福祉協議会は、社会福祉事業その他社会福祉を目的とする事業の健全
な発達及び社会福祉に関する活動の活性化により、地域福祉の推進を図ることを目
的とした、社会福祉法に位置付けられた組織です。

●社会福祉協議会は、全国、都道府県、市区町村にあり、名古屋市には、名古屋市
社会福祉協議会と、16区に各区社会福祉協議会があります。

ご相談等の連絡先

ご連絡先

受付時間

住　　所

社会福祉法人名古屋市社会福祉協議会　権利擁護推進部

電　　　話：０５２‐９１９‐５０１３
ファックス：０５２‐９１９‐７５８５

月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）　9時～17時

〒462-8558
　名古屋市北区清水四丁目17番1号　
　名古屋市総合社会福祉会館５階（北区総合庁舎内）

名古屋市社会福祉協議会
マスコットキャラクター「な～や」

名古屋市公式
マスコットキャラクター「はち丸」

社会福祉法人名古屋市社会福祉協議会とは？

N
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交通案内



　あらかじめ預託金をお預かりし、本事業の利用者が亡くなったときに、葬儀・納骨
及び家財処分、行政官公庁等への届出などを行う事業です。名古屋市からの委託により、
社会福祉法人名古屋市社会福祉協議会（以下「本会」）が実施しています。

　契約時に以下の預託金を本会へお預けいただきます。契約者が亡くなったとき、
預託金をもとに葬儀・納骨、家財処分を実施します。

名古屋市あんしんエンディングサポート事業とは？ 利用（契約）までの流れは？

（１）名古屋市内に居住する65歳以上で一人暮らし、直系卑属（子・孫など）がいないこと
（同居人や子・孫などに認知症や障害などの事情がある場合は対象となることがあります）

（２）明確な契約能力を有すること
（３）葬儀・納骨及び自宅の家財処分を行うことができる親族がいないこと
（４）生活保護を受給していないこと
（５）市民税非課税、かつ、預貯金1,000万円以下で、不動産を所有していないこと（現

在居住している不動産などは除きます）
（６）見守りサービスを受けることに同意すること
（７）契約時に預託金を一括で預託できること（葬儀・納骨の費用は一括納付、家財処分

の費用は状況に応じ分割も可能です）
（８）原則、遺言（自筆証書遺言書保管制度注1の利用または公正証書遺言注2）により遺言

執行者注3を定めていること

　契約の時点で次の条件をすべて満たす方が本事業の対象となります。

利用できる対象は？

預託金とは？

サービス内容は？

●生前の見守り・安否確認サービス

●死亡に伴う行政官庁への届出
●公共料金の収受機関等への連絡

●葬儀・納骨の実施
●賃貸住宅の家財処分・
　　　　　　明渡しに伴う諸手続き

・月１回の電話、６か月に１回の自宅への訪問による
　見守りを行います

・葬儀社が遺体を引取り、火葬場で火葬した後、指定の
　納骨先に納骨します
・残存家財を家財処分業者が処分します
・賃貸住宅の明渡しに伴う諸手続きを行います

・医療保険証、介護保険証等の返却、年金事務所や公共
　料金の収受機関への死亡連絡などを行います

面談の予約
　本会へご連絡ください。面談の日程を調整させていただき
ます。（連絡先及び場所は裏面参照）

面　談
　あらかじめ予約した日時に本会へお越しください。
※面談は、数回行う場合があります。

家財処分の見積

　家財処分業者と本会職員が自宅へ訪問し、家財処分の見
積をします。
※自宅が賃貸住宅の場合のみ実施します
※自宅が所有物件の場合、死後の残存家財処分は、原則、
遺言執行者や相続人が実施することになります。

申込み
　申込みには、申込書、住民票、戸籍全部事項証明書
（戸籍謄本）、預金通帳のコピー等をご提出いただきます。

審　査
　相談者と本会が本事業の契約を結ぶにあたり、本会が
設置する審査会による審査があります。

遺言書の作成

　自筆で遺言書を作成し、遺言の中で遺言執行者注3を定め
た上で「自筆証書遺言書保管制度」注1をご利用いただきます。
※マイナンバーカード等の顔写真付きの身分証明書及び保管
申請手数料等が必要です。
　なお、不動産を所有している場合等は、公正証書遺言注2

の作成が必要です。（公証役場へ支払う手数料が必要）

契　約 相談者と本会が本事業の契約を結びます。

（審査が通った場合）

（目安）

１
週
間
〜
１
か
月

１
か
月
〜
６
か
月

・本事業の協力葬儀社の中からお選びいただきます。
・葬儀社が遺体を引取り火葬場で火葬した後、指定の
　納骨・合祀先に納骨します。

・本事業の協力家財処分業者の中からお選びいただきます。

25万円※

業者の見積額

葬儀・納骨

家財処分
※自宅が賃貸住宅の場合

※個別の事情等により、指定の納骨・合祀先への納骨を行わない場合、納骨の方法により金額の増減があります。

預託金の内容 金　額 備　　考

注１　自筆証書遺言書保管制度とは、自筆の遺言書を法務局（遺言書保管所）に預ける制度です。
注２　公正証書遺言とは、遺言者が公証人の面前で遺言の内容を口授し、それに基づいて、公証人が、遺言者の
　　　真意を正確に文章にまとめ作成するものです。
注３　遺言執行者とは、遺言の内容を実行する人です。未成年者及び破産者は遺言執行者にはなれません。



 



 




